
14 第Ⅰ部『心理学ワールド』を読む

　私は心理学系の学部でジェンダー心理学や統計学
の授業を担当している。ジェンダー心理学の授業では
学生からコメントをもらうことも多く，ジェンダーステレ
オタイプをもつケースにしばしば直面する。たとえば，
「男性のほうが〇〇，女性のほうが〇〇」という言説を
安易に受け入れていることがある。
　これに関して，『心理学ワールド』96号「社会におけ
る心理学の誤用とどう向き合うか」（四本裕子氏，
2022年）を興味深く拝読した。「社会における心理学
の誤用」は学生においても生じうるものに思われる。
たとえば，テレビやインターネットの記事などでは「男
性脳・女性脳」といった説明によって，ジェンダーステレ
オタイプが生産されている。た
だし，科学的な根拠がないもの
については，ただの言説だとし
て理解をすればよい。
　ところが，科学的な根拠を伴
って発表される性差があり，こ
れを判断するには「心理学リ
テラシー」が必要となる。とり
わけ，統計学によって「裏付
け」された研究成果には注意
が必要である。68号では特集
「その心理学信じていいです
か？」が組まれ，心理学研究が
これまで使ってきた統計的手
法の課題と展開が，また「統
計的に有意？─ 帰無仮説検
定でわかること・わからないこと」（大久保街亜氏，
2015年）では有意性検定の課題が紹介された。研究
において統計的検定はよく用いられており，「5%」や
「1％」というあたかも正当な基準により運用されてい
るように見える。しかしながら，性差研究でも，統計的
検定により有意な差がみられたとしても，その差はあま
りにも小さく実質的な意味がほとんどない場合もある。
また，96号「社会における心理学の誤用とどう向き合
うか」においても指摘されるように，統計的な検定によ
って性差がみられたからといって「女性」と「男性」が
全く異なる特徴をもつわけではない。分布を確認すれ
ば，多くの者は同程度である場合もある。

　以上のように，「心理学の誤用」はジェンダー心理学
とその教育において重要な関心である。それでは「学
生による心理学の誤用」を生まないために何が必要と
なるだろうか。この領域の問題をまとめたカプランら1

を参考に三点述べる。
　第一に，心理学が誤用された例や歴史を学ぶことは
有益であろう。ジェンダー心理学に関していえば，科
学的手続きが研究者の偏見から自由ではないこと，そ
れにより心理学が誤用される可能性があることを理解
しておく必要がある。学生もまた，自身の研究によって
差別に加担しうることを理解し，慎重に心理学の研究
発表をおこなう姿勢が必要である。

　第二に，統計学や研究計画
に対する理解を深めることが
重要である。統計的検定や統
計解析を十分に理解するため
には時間がかかるが，統計ユー
ザーであっても統計学の課題
や限界を理解することは重要
である。また，統計学だけでは
なく，性差に関わるバイアスが
極力生じないように，研究計画
全体についての深い理解も求
められる。
　第三に研究によって明らか
になった性差を，生物的，生得
的なものとして解釈をすること
には慎重であるべきだろう。

性差がみられたときにそれを生得的なものとみなすこ
と，さらには，固定的で変えられないものとして解釈す
ることは非常に危険である。現在の社会でみられる性
差は環境に大きく依存するものである。人間はさまざ
まな環境や経験によって変わることが可能であり，こう
したことも心理学の豊かな研究が示してきた通りであ
る。

1 Caplan, P. J., & Caplan, J. B. (2009) Thinking critically about research on sex and gender (3rd ed.). Pearson Allyn and Bacon.［カプラン，カプラン／森永康子（訳） 
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